March 23, 2010

「芸術とは何だろうか3」 by Comet Morigi

comet Morigi: 芸術があるかどうか、ピンと来ない人のために、念を押すという意味と、

comet Morigi: 実は、この題目、けっこう断定で、

comet Morigi: 先に芸術があると、かなりはっきり決め付けています。

comet Morigi: 初回に、エジプト人は芸術概念を持っていたかどうか。という話がチラッと

Hiroshi Kumaki: （ケルパさん、こんばんは。座って下さい。。。

comet Morigi: ありましたので。

Yan Lauria: （今日のコメットさん、かわいいな）

Hiroshi Kumaki: ああ

comet Morigi: 取りあえず使われている芸術という言葉が、いつから、今使われている芸術の意味のなったのか、ポイントを探したかったんです。

Hiroshi Kumaki: はい

Yan Lauria: ｆｍｆｍ

strawberry2banana Azalee: あい＾＾

marube Oh: はい

Kerupa Flow: （こんばんはー＾＾）

comet Morigi: それと、私の学生時代は、あまり言われてなかったんですが、

Mogura Yokosuka: こんばんは

comet Morigi: 「日本には、明治時代まで美術が無かった」って、わりと詳しくない人の口からも聞くようになったので、それも時間が足りたら合わせて考えたい。

marube Oh: （こんばんは）

Almond Andel: （こんばんは、おすわりください）

Yan Lauria: おー

comet Morigi: 「日本には、明治まで美術が無かった」って、知ってました？

marube Oh: 美術という言葉という意味ですか？

kichimaru Haystack: うーーむ

Hiroshi Kumaki: 美術、という概念のものはなかったのではないでしょうか

comet Morigi: 柄谷行人が、明治美術学会の北沢から間接的に受け売りしたらしい。

Yan Lauria: どうかな、縄文土器でも美的なものを感じるのもある

Yo Haiku: 哲学も明治前はなかった、といわれたりもします

comet Morigi: 北沢>宇佐美圭司>柄谷行人

Hiroshi Kumaki: あくまでも

Kerupa Flow: うう、地図と現地は違うとおもう・・・定義された概念として、用語としての有無か

comet Morigi: それなんですよね。縄文期に美があるとか。

Hiroshi Kumaki: 美術、哲学、というのは翻訳語ですから。。。

Kerupa Flow: そのように扱われる社会的意味なのか

Hiroshi Kumaki: ただ

Hiroshi Kumaki: そう

Hiroshi Kumaki: おっしゃるように

Kerupa Flow: わざと混同しているのでなければ

Kerupa Flow: ある程度、枠組みを決めながら離さないと

Hiroshi Kumaki: 美そのものは

Hiroshi Kumaki: ありますよね

Hiroshi Kumaki: これは

Kerupa Flow: 話さないと、単に混乱するだけでは？

Hiroshi Kumaki: 文化の違いを問わず。。。

comet Morigi: 芸術概念は、有史以前まで遡るのは、難しいんだけど、

comet Morigi: でも、大半の美術全集は、ラスコーの壁画から始まっています。

Hiroshi Kumaki: うんうん

Yan Lauria: ２万年前だったかな

comet Morigi: だから、芸術って、チンバンジーが木を揺すって、夕日を眺めて泣いたときからあるんじゃないの？

comet Morigi: 柄谷にも、彦坂尚嘉という画家が、反論を突けていて、

Kerupa Flow: （チンパンジーあばたーの人がいないのが残念だなあ）

comet Morigi: 「恐竜は、恐竜という言葉が無くても、地球上を歩いていた」という。

Hiroshi Kumaki: うん

comet Morigi: そうですかね？

Yan Lauria: うーん・・・

comet Morigi: じゃ、人間という言葉が無くても、人間は居たと思う？

Hiroshi Kumaki: これは

Hiroshi Kumaki: 前に取り上げたテーマとも関わってきますが。。。

Yo Haiku: 芸術というコンセプトがなくても美の体験のようなものはあったのでは？

Hiroshi Kumaki: 言葉、概念、意識、の関わりですね

kichimaru Haystack: 美を感じるのは我々現代人で、ラスコーの製作者は合目的的に作ったというのがポイントですかね

comet Morigi: そこで、美学と芸術学が、一応、微妙な仕切を持っていて。私にも、よく解らん。

taichi Debbel: こんbqんは

Hiroshi Kumaki: （こんばんは

Kerupa Flow: （こんばんはー＾＾）

Almond Andel: （こんばんは、お座りください。はじまってます）

taichi Debbel: かんだ＝

comet Morigi: で、言葉の定義にもよるだろうけど。私には、ここで話す明確な目的があって。

comet Morigi: 芸術に関わる人の尊厳のために、話がしたい。

Hiroshi Kumaki: ええ

kichimaru Haystack: おおー

Yan Lauria: うん

comet Morigi: そのためのSL美術だ。

Hiroshi Kumaki: うむ

Kerupa Flow: 尊厳。

comet Morigi: で、関わる人の尊厳を保証するような美術なら、みなさん関わって御利益があるんじゃないですか。

comet Morigi: というか、これは、私の直感なんだけど、誰でも、特に、ここに集まるような人は、芸術と個人の尊厳は本能的に結びつけていると思う。

comet Morigi: SLに住んでいます。と余裕を持って言えるようなメタバースの生活

Kerupa Flow: 定義か実例で、現在のコメットさんの言う尊厳の意味をすこしほぐしてみてくれませんか

comet Morigi: そのようなメタバースの暮らしへ連なる芸術

comet Morigi: 今日は、アメリカ人がいらしてないですね。

Almond Andel: 尊厳をかみくだいてください、とのリクエストですね

comet Morigi: 私の芸術論シリーズのゴールが、SL独自の芸術論なんですが、

Almond Andel: コメットさん？

comet Morigi: はい、アメリカ人の尊厳の話をしています。

Almond Andel: はい

comet Morigi: メタバース芸術論

comet Morigi: ハイバーフォーマリズムとか

comet Morigi: ヴァーチャリズムとか

comet Morigi: 何故か、アメリカ人が言い出すことです。SLで。

kichimaru Haystack: ふむふむ

Hiroshi Kumaki: うむむ。。。専門用語が並びますね。＾＾；

comet Morigi: つまり、アメリカ人は、SLの尊厳・プライドというものを、芸術の条件にし易いらしい。

Hiroshi Kumaki: それぞれどういうことなのえしょう？

comet Morigi: これは、アメリカ人が、フランス人に勝ったからだと思う。

comet Morigi: 彼らは、フランスとの文化主導権争いに勝ったことを、未だ覚えていて、

Yan Lauria: どの分野でもアメリカ人は一番でいたいという？

comet Morigi: SLの屈辱を晴らせると自信を持っているんだと思う。

Kerupa Flow: ＳＬの？　ＳＬで、ですか？

comet Morigi: また、話が、逸れているけど、まあまあ本題に近いから、続けましょうか。

comet Morigi: 今日は、ニューヨーク近代美術館の話なんか、するつもりはなかったんだけど。

comet Morigi: アメリカの小説を読んでいると、まあ、フランス人の家庭教師を付けたり、フランス語を話せなきゃダメというような、場面が多くて。

comet Morigi: ところが、アメリカ人のすごいところは、いつまでも、フランスに卑屈になって、フランス人の方が優雅であるかのようなポジションに甘んじない野心があった。

Yan Lauria: アメリカ人には文化的・伝統的なものへの劣等感がある

Kerupa Flow: ＴＶ通販はドイツ製とかかなｗ

comet Morigi: 1920年代に、アメリカのお金持ちの奥さん三人が、

comet Morigi: イケメンの若い美術史家をやとって、

comet Morigi: アルフレッド・バーだっけ

Kerupa Flow: あはは

comet Morigi: ニューヨーク近代美術館を作ります。

Yan Lauria: へー！

comet Morigi: 他、グッゲンハイムとか

comet Morigi: なぜか女性だ。

Hiroshi Kumaki: ですねー

kichimaru Haystack: ふむふむ

Comet Morigi: パリジェンヌに対抗意識があったんじゃないかな。

Hiroshi Kumaki: なうほど。ｗ

kichimaru Haystack: なるる」

Kerupa Flow: サロンのマダムってイメージの延長みたいですねー

comet Morigi: エド・ハリスのジャクソン・ポロックという伝記映画

comet Morigi: それに、パトロンの女性がリアルに出てきます。

comet Morigi: モンドリアンが、彼女に、ポロックを発見して紹介する。

comet Morigi: まあ、ポロックとかパーネットニューマンは、最初から、このニューヨーク近代美術館の目的

comet Morigi: フランスを凌駕するための美術史の中にある人たち。

comet Morigi: 20年代から着々と進めてきた美術史戦略は、ここでひとつの成果を迎えます。

Yan Lauria: （美術ですら他国を凌駕する手段なんだ）

Hiroshi Kumaki: ｗ

comet Morigi: 「そろそろ、ヨーロッパの画家ばかりでなく、自国の美術家を信じる時期ではないか」

comet Morigi: これが当時の評論家の言い方。

Kerupa Flow: うーむ、勝利のためにはまず、勝利条件を定義する、ってかんじだなあ。。。ひとりごと

comet Morigi: 戦後間も無くです。

kichimaru Haystack: 征服者は略奪し、ヒトラーも収集したよね>>美術品

Yan Lauria: なるほど、ありうる

comet Morigi: 私が好きな話は、

comet Morigi: ニューマンにコレクターが訪れた

comet Morigi: 「絵を買いたい」

comet Morigi: ニューマン: ところで、ニューヨークにいつまで居るのか」

comet Morigi: これくたー「そろそろ、ひと月で帰る」

comet Morigi: 「3ヶ月もいられないのか」

comet Morigi: 「それは無理だ」

comet Morigi: 「なら絵を売れないね、

Yan Lauria: へ？

comet Morigi: 私の絵は、ニューヨークを理解しなければ理解できない

Hiroshi Kumaki: うん

comet Morigi: 理解するためには、3ヶ月以上居なければね」

Yan Lauria: うーん・・・・

kichimaru Haystack: なるほど・・

Hiroshi Kumaki: この話は聞いたことある。。。

comet Morigi: たぶん、これは、パリから来た冷やかしコレクターだったんじゃない？

comet Morigi: 今どきの上海に、そんな画家はいるのかな。

Hiroshi Kumaki: あは

Almond Andel: NYに住んでいるということに、気持ちのよいプライドを感じますね

Hiroshi Kumaki: コメットあんが

Hiroshi Kumaki: コメットさんが言う

Hiroshi Kumaki: 尊厳というのが

comet Morigi: どうせ中国人だと思って舐められていることを先読みして、噛み付き返す上海人とか。

Hiroshi Kumaki: だんだんわかってきた気がします

comet Morigi: で、ついでに、もうひとつ

comet Morigi: セゾン美術館も、

kichimaru Haystack: 懐かしい名前だ

comet Morigi: デバート戦略といわれるけど、

Hiroshi Kumaki: （よく行った。。。ｗ

comet Morigi: あれは、鉄道の兄弟への対抗心と、

comet Morigi: 三越への対抗意識と、

comet Morigi: 二つ合わさった物と見るのが、妥当ではないかと。

comet Morigi: 特に、相手が三越でしょ。三井越後屋の伝統

kichimaru Haystack: おかげでヨーゼフ・ボイスに会えたよ・・セゾン美術館

comet Morigi: 今日は、美術史ナショナリズムの話でまとまってしまった。

comet Morigi: キーファーが、セゾンに来たとき、

comet Morigi: 「何で、日本は、ゴッホを買ったの、あんなに大金叩いて」

comet Morigi: 「だって、ゴッホって、日本美術を土台にした画家でしょ。

comet Morigi: オリジナルを持っている国が、コピーした画家に大金を払うのは、おかしいよ」

kichimaru Haystack: ははは

Hiroshi Kumaki: あは

comet Morigi: で、何で、そんなことが起きるかというと

Yan Lauria: うん？

comet Morigi: それも、美術史戦略の差。

comet Morigi: アメリカ人が、フランス美術の打倒を図っている間、日本はどうなっていたかというと。

Yan Lauria: 買うことで侵略されてる？

comet Morigi: 国立西洋美術館

kichimaru Haystack: 松方コレクション

comet Morigi: 松方コレクションは、構想通りなら、現在の上の国立博物館クラスの大きさ

comet Morigi: 火事にあったとか、事故が重なってドジを踏んだのと、

comet Morigi: 敗戦で。あの大きさに。

kichimaru Haystack: うむ

comet Morigi: ところで、フランスは、ずいぶん頭が良い。

comet Morigi: 敗戦国から美術品を全部取り上げなかった。

comet Morigi: だって、全部取り上げたら、日本人がフランス美術を尊敬する余裕が無くなってしまう。

comet Morigi: でも、全部返したら、日本人は、フランス美術の優等生になってしまって、

Yan Lauria: うむむむ・・・

comet Morigi: ニューヨーク近代美術館みたいに、反撃してくる。

comet Morigi: そこで、チョビットだけ、サンプルだけ返した。

comet Morigi: 残りは、パリに留学に来て見てね。」

Hiroshi Kumaki: ｗｗｗ

comet Morigi: しかも、

Yan Lauria: ほー

comet Morigi: 「フランス人建築家の設計した美術館に収めること」

Yan Lauria: うわー

comet Morigi: ようするに、あれは、フランスの植民地総統府に似たものなんです。

Hiroshi Kumaki: なるほどね

comet Morigi: 戦争が終わったときから、

comet Morigi: 貧乏な日本人は、おフランスを尊敬するように仕組まれている。

comet Morigi: それでも、返却してもらったことは、まあまあ良かったと思う。

kichimaru Haystack: 日本人の印象派礼賛がそれですかね？

comet Morigi: ちょうど後ろに、良い絵があります。

http://www.tnm.jp/jp/servlet/Con?pageId=B07&processId=02&colid=A11258

Yan Lauria: （ヴェルヌを褒めるのはもうやめよう）

comet Morigi: こういう画家に、がんがん描かせるような日本だったら、

comet Morigi: 戦争に負けてない。

Hiroshi Kumaki: （ｗｗｗ

kichimaru Haystack: 黒田清輝？

comet Morigi: この絵、ただものじゃないです。

comet Morigi: なんで、これをパリに巡回させないの？

comet Morigi: さっきにキーファーの言葉

comet Morigi: 「日本を土台にしたのが、印象派なんだから、」

kichimaru Haystack: そそ

comet Morigi: つまり、日本人が印象派を真似ても、それはマネじゃない。

Mogura Yokosuka: ｗｗ

comet Morigi: 最初から、印象派は日本にあったんだから、

comet Morigi: その日本人が、

Amari Blackburn: （モネである）

comet Morigi: 印象派を描いたら、フランス人以上の本物になってしまう。

Amari Blackburn: 冗談です

Kerupa Flow: ぶ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Kerupa Flow: （ざぶとんいちまい）

comet Morigi: モネの

comet Morigi: 奥さんに着物を着せた絵

Hiroshi Kumaki: うんうん

comet Morigi: あれ今探してるんですが、

Yan Lauria: あったね

comet Morigi: これと比較するのに、いちばんいい。

comet Morigi: 探している間に、質問など。

Yan Lauria: http://stephan.mods.jp/kabegami/kako/2La_Japonaise.html

Hiroshi Kumaki: http://image.rakuten.co.jp/art-meigakan/cabinet/monet/monet38.jpg

Hiroshi Kumaki: これかな

Amari Blackburn: SLなんですが、このシステムそのものを動かしているのが西洋の言語を元にしたコードだからかもしれませんが

Amari Blackburn: 「黄金律」が美しいものはよく見かけますが「白銀率」に基づくものは見かけない気がします。

Amari Blackburn: 言語コードはある種の思想から成り立つ物ですが、その言語の文法の構築システムそのものが「黄金律」−簡潔でコンクリートな物ほど美しいとされますね。
Amari Blackburn: 白銀率は安定しないバランスなので無理も無いのですが、白銀率こそ、オリエンタルだなと思ったりはします。

kichimaru Haystack: 白銀率ですか・・・

comet Morigi: 白銀率？

kichimaru Haystack: よく知らないんですが・・

Amari Blackburn: はい。

Yan Lauria: http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E9%8A%80%E6%AF%94

Kerupa Flow: おもしろいなー。私はわりとＳＬって正方形の画像がデフォルトっぽいのが面白いと思ってた

comet Morigi: 今日は、美術史前後で、どう芸術が変わるかという話の予定でしたが、

Amari Blackburn: ええと、かなり安定した形を皆さんお作りになると思いますか

Amari Blackburn: 不安定なバランスでバランスをとる、動きを見いだす

comet Morigi: その中の一部、どういう芸術を選び取るか、という話に成りましたけど、これはこれで、今後につながる話にできたと思います。

Amari Blackburn: そんな危ういバランスが線の細い和風

TFA Akina: fumu-

comet Morigi: ルート矩形を白銀というの？

TFA Akina: ふむー

Kerupa Flow: うふふ、見てたものをもう一度見直すようになればなんでもいいのかも＾＾

comet Morigi: 視覚心理学の授業で、横軸に縦横比

comet Morigi: 縦軸に美しさ感を取ると、

Amari Blackburn: それもその一つかなと思いますが＞ルート矩形

comet Morigi: 黄金比と正方形付近に、ピークがあるだけなので、

comet Morigi: それ以外の比率の意味は、未だによく解らない。

comet Morigi: 取りあえず、さっき、まとめましたが、

comet Morigi: 今夜は、私がどういうつもりで、どういう芸術観に、みなさんを招きたいと思っているのかを、

comet Morigi: 期せずして、はっきり言えました。

comet Morigi: たぶん、あまり不明な点はなかったんじゃないでしょうか。

Almond Andel: 時間のようですね

Almond Andel: 一度、しきりたいと思いますが

Almond Andel: みなさん、ご質問、意見、ありますか？

comet Morigi: で、本題は、自意識と記憶と美術史から、芸術の存在感を探せたら良いと思ってました。

Kerupa Flow: 異議なーし

Kerupa Flow: また次回が楽しみ、ってことですね＾＾

Amari Blackburn: はい。

Hiroshi Kumaki: ＾＾

taichi Debbel: はい

comet Morigi: 美術史のある国民の方が、文化植民地になりにくいです。

Almond Andel: 次回は、では、自意識と記憶と美術史から、芸術の存在感を探せたら、ということになりそうですね

comet Morigi: で、SLアメリカ人は、その点、良く努力していると思います。　

Almond Andel: コメットさん、どうもありがとうございました

Yan Lauria: 「白銀比」で画像検索すると出てきますね

kichimaru Haystack: おつかれさまー

comet Morigi: こちらこそ、ありがとうございました。

Naoyuki Mertel: ありがとうございました～＾＾

marube Oh: ぱちぱちぱち。。

Amari Blackburn: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

taichi Debbel: おつかれさまでした

Kerupa Flow: ありがとうございました＾＾

TFA Akina: あちがとうございました

TFA Akina: ( ﾟДﾟﾉﾉ"☆ﾊﾟﾁﾊﾟﾁﾊﾟﾁﾊﾟﾁ

philia Blessed: ありがとうございました＾＾

Almond Andel: とても情報に富んだお話でしたね

Mogura Yokosuka: ありがとうございました＾＾

strawberry2banana Azalee: ぱちぱちぱちぱちー＾＾／

Almond Andel: 次週の予告を

Yan Lauria: あっという間の１時間

marube Oh: ありがとうございます。

Almond Andel: 来週は、フリートークです

Almond Andel: ざっくばらんな話、

Mogura Yokosuka: お先に失礼します　またです

taichi Debbel: 久しぶりでしたので

Almond Andel: このトークのフォロなど（もしていただけるかな？）

TFA Akina: おつかれー

Almond Andel: などです

Almond Andel: ぜひ、おつどいください

marube Oh: では、来週！
